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市場や競争の原理を至上のものとする新自由主義が教育や福祉の現場にも深く入り込み、障害のある

人の発達や権利が著しく脅かされる状況が続いています。本人の「個性」や「自由」が強調されるほど、

かえって障害のある本人の生活はある方向へと枠づけられ、教育・福祉実践もまた画一化され管理・統

制がいっそう厳しくなっていきます。今回の集会では、そうした新自由主義が浸透する生活や実践現場

の困難さを正面から見つめることで、発達保障の課題を吟味したいと思います。 

全体会では、2024 年 8 月に『新自由主義教育の 40 年—「生き方コントロール」の未来形』を出版され

た児美川孝一郎さんをお呼びします。この 40 年間に新自由主義教育改革がいかに進められてきたのか、

なぜ私たちは新自由主義を受け入れてしまうのか、学校現場の感覚や同時代の経験に即してその「抗い

がたさ」を見つめながら、新自由主義教育への対抗軸や研究運動の足場がどこに見出せるかを考えたい

と思います。全体会の問題提起や議論を課題研究におけるライフステージや分野ごとの実践・研究課題

につなげて深め、新自由主義が猛威をふるう社会のなかで、私たちの生活感覚や社会意識も厳しく問い

直しながら、実践・研究運動の課題を話し合いましょう。多くのご参加をお待ちしています。 

（全障研研究推進委員長）河合隆平 
 

教育・福祉現場のしんどさはどこから来るのだろう… 

私たちの発達保障実践に、生きがいある暮らし・やりがいある仕事を求めていきたい… 

新自由主義的政策・価値観のひろがる社会や主体性の問題を考えます。  

〜 〜  

保護者の立場から…埼玉より 

児童発達支援センターの実践と現状報告 

 

応用行動分析に基づく「教育」の実情を学ぶ 長野支部より 

私たちが大切にしたい教育を考えよう 埼玉より 

さいたま市桜区下大久保 255 
・JR 京浜東北線「北浦和駅」西口下車→バス「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→北入口バス停から「埼玉大学」ゆき（終点） 

・JR 埼京線「南与野駅」下車→西口バス停から全ての便が埼玉大学を経由 

・東武東上線「志木駅」東口下車→バス「南与野駅西口」ゆき（「埼玉大学」下車 

 



報告 大阪・いずみ野福祉会山直ホームより 

埼玉・みぬま福祉会より 

 

1973 年から発行し続けてきた『障害者問題研究』は通巻 200 号を迎えます。 

今後、どのように維持発展していったらよいでしょうか。 

同誌編集委員会、全障研研究推進委員会と、集会参加の会員とが語り合って方向を探っていきます。 

●編集委員会からの問題提起 細渕富夫編集委員長 

●全障研の研究運動の今後と『障害者問題研究』の可能性 河合隆平研究推進委員長 

●討  論 

●全障研の理論・実践の発展と研究誌の役割 越野和之全国委員長 

  

この集会は全障研会員の自由で旺盛な研究活動の発表の場として「自由研究」を位置づけます。生活や実践の事実

を多様に持ち寄りましょう。立場や職種を越え、地域を結んで、研究運動の担い手として育ち合う場としましょう。 

自由研究を発表しようとする会員は、 

⊿２０２５年１月２０日までにエントリー：発表テーマと氏名、連絡先（メールアドレス、住所、電話番号）を

メール、FAX、郵便などで全国事務局に文書で知らせる。折り返し自由研究発表要項が届きます。 

⊿A4 サイズ１枚の発表資料を作成し、期日までに送付する。提出期日 ２０２４年２月２８日（木） 

これは、当日の発表資料として参加者に配付されたのち、会員に公表されます。 

 

 

 

＊宿泊が必要な人は各自、用意してください。事務局で斡旋はいたしません。 

 

＊全障研全国委員会 3 月 23 日（日）13：00～15：30（予定） 

＊研究推進委員会 3 月 23 日（日）16：00～18：00（予定） 

 

お問い合わせ info@nginet.or.jp 全国障害者問題研究会 全国事務局 
〒162-0801 区山吹町 4－7  新宿山吹町 ５階 FAX：03-6265-0194   TEL：03-6265-0193 

 
 

 


